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	農地等を公共事業の用に供するため一時使用した場合の
	相続税の納税猶予等の特例措置の活用について
	《 認定申請書作成マニュアル（version１） 》
	このマニュアルは、納税猶予農地の一時使用に係る大臣認定の申請を行う起業者に対して、書類作成上の留意点及び代替性のない旨の国土交通大臣の認定要件の審査方法を示すものである。
	　目　次
	第Ⅰ章　納税猶予農地等の一時使用について
	１．農地等の納税猶予制度の概要
	２．納税猶予農地等の一時使用の概要
	３．納税猶予農地等の一時使用を受けるための要件
	第Ⅱ章　国土交通大臣の認定について
	１．国土交通大臣認定の要件
	２．認定審査のポイント
	３．認定までのスケジュール等
	４．認定後の手続きについて
	第Ⅲ章　申請書類の作成方法
	１．申請書類の種類
	２．作成上の留意事項
	《 参考資料 》
	○　租税特別措置法（抄）
	第Ⅰ章　納税猶予農地等の一時使用について
	１.　農地等の納税猶予制度の概要
	農地等の所有者が納税猶予の手続きを受け、所有する農地等について納税猶予農地等の特例を受けると、当該農地で農業を継続する間は、相続税、贈与税及び不動産取得税（以下「相続税等」という。）の納税又は徴収が猶予され、更に相続人又は贈与者が死亡するまで営農すること等の条件を満たすことにより猶予されていた納税が免除になるという制度である。
	ただし、営農の中止、当該農地を第三者に譲渡した場合等には猶予されていた相続税等のほかに納税猶予期間中の利子税又は延滞金が課せられることになる。
	２．納税猶予農地等の一時使用の概要
	　平成13年度の税制改正により、納税猶予農地等の一時使用が次項に記載のとおり、公共事業の施行に真に必要と認められ、かつ農地返還後も営農を継続する場合に限り、今まで継続されていた相続税等の納税猶予が一時使用期間中も継続されることとなった。
	３．納税猶予農地等の一時使用を受けるための要件（第Ⅱ章で詳述）
	　○　道路、河川、鉄道その他これらに準ずる事業として当該事業に係る主務大臣が認定したものの施行のために納税猶予農地等に一時的な地上権等を設定し、かつ、その使用が代替性のないものとして主務大臣が認定したこと。
	　○　一時使用が終了した後に、納税猶予の適用を受けている者（以下単に「農地等の所有者等」という。）が営農を再開すること（図－１参照）。
	第Ⅱ章　国土交通大臣の認定について
	１．国土交通大臣認定の要件
	①申請に係る事業が、道路法による道路に関する事業、河川法が適用される河川に関する事業及び鉄道事業法による鉄道事業者がその鉄道事業で一般の需要に応ずるものの用に供する施設に関する事業又はそれに準ずる事業であること。
	②当該事業に係る納税猶予農地等の使用が代替性のないものであること。
	③一時使用が終了した後に、農地等の所有者等が営農を再開すること。
	④契約の当事者が当該事業の施行者本人であること
	２．認定審査のポイント
	①　事業が道路、河川、鉄道その他これらに準ずる事業
	当該要件は、申請に係る具体の事業が道路、河川、鉄道その他これらに準ずる事業に該当するか否かを審査するもの。
	「その他これらに準ずる事業」の例
	過去の申請事業において認定を受けた事業
	砂防法が適用される砂防設備に関する事業
	（平成21年7月31日国土用第25号）
	下水道法が適用される下水道に関する事業
	（平成13年11月2日国総国調第122号）
	都市計画法第１１条第１項第１号による都市計画道路事業
	（平成13年8月8日国総国調第59-1号外）
	都市計画法第１１号第１項第１号による都市高速鉄道事業
	（平成13年8月8日国総国調第54号）
	②　当該事業に係る納税猶予農地等の使用が代替性のないものであること
	当該要件は、当該事業が線的連続性を有する用地を必要とする事業であり、当該農地等を一時使用せざるを得ない状況にあるかを審査するもの。
	（具体的には、「第Ⅲ章　申請書類の作成方法」参照のこと）
	③　一時使用が終了した後に、農地等の所有者等が営農を再開すること
	当該要件は、農地の一時使用をきっかけとして当該農地が農地以外に転用されることを防ぐためである。
	④　契約の当事者が当該事業の施行者本人であること
	事業の施行者の業務を請け負っている業者等が自ら契約して納税猶予農地等を一時使用するような場合には、本特例は受けられない。
	３．認定までのスケジュール等
	①　申請及び契約に係る事業についての要件該当性の確認
	事業者から申請及び契約に係る事業について、認定を受けたい旨の連絡があった後、事業の種類が認定要件に該当する事業かどうか、明らかに代替性がないと認められるような施設の用地としての一時使用ではないか等について、事前に確認を行う。
	②　申請書類（案）の作成
	　　　上記①の確認後、「第Ⅲ章 申請書類の作成方法」の内容に留意し、申請書類（案）を作成。
	③　申請書類（案）の審査
	　　　提出された申請書類（案）について審査、修正。
	④　国税庁への協議（※「その他これらに準ずる事業」で過去に認定例のない事業のみ協議）
	　　　申請書類（案）一式を国税庁へ提出し、内容の確認が行われる。なお、国税庁から指摘等があった際には、申請書類（案）の修正を行う。
	⑤　本申請、省内決裁及び認定書の送付
	　　　（国税庁から、認定要件に該当している旨の回答後）公印を押印した本申請書類一式を提出し、省内にて決裁を行い、事業者に認定書を送付する。なお、省内決裁において指摘等があった際には申請書類の修正を行う。
	　⑥　地上権等の設定
	　　　認定後、土地所有者と地上権等に関する契約を締結。
	　⑦　税務署に対する申請
	　　　地上権等の設定に基づき、貸付を行った日から１月以内に、納税地の税務署に申請書を提出。
	　※　上記①～⑤までに要する期間は、概ね３か月～６か月となるため、申請に係る事業が存する場合には、早めに相談すること。
	４．認定後の手続きについて、
	国土交通大臣の認定後においては、「農地等を公共事業の用に供するため一時使用した場合の相続税の納税猶予等の特例措置の適用について」（平成13年5月25日国総国調第18号）記３（１）④、（２）、（３）及び（４）の内容に留意し、必要となる手続きを遺漏のないように行うこと。
	第Ⅲ章　申請書類の作成方法
	１．申請書類の種類
	（１）添付を要する書類
	①認定申請書（別記様式１）
	②事業計画
	③事業が道路事業、河川事業、鉄道事業その他これらに準ずる事業であることを説明する資料
	④事業認可書、都市計画決定認可書等の写し
	⑤譲渡所得等の課税の特例の適用に関する確認の写し
	⑥納税猶予農地の使用が代替性のないものと考える理由を記載した書面
	⑦納税猶予農地の図面（使用地位置図、使用地表示図、標準横断図等）及び写真
	⑧工事工程表
	⑨納税猶予農地の登記事項証明書
	⑩納税猶予農地の公図
	⑪その他参考となるべき資料
	・基本協定書の写し
	・事業のパンフレット　等
	（２）添付書類の目録
	申請書には、添付書類の目録及びページ番号をつけること。（※「添付書類目録の記載例」参照）
	２．作成上の留意事項
	（１）認定申請書（別記様式１）
	９～１１ページ参照。
	（２）事業計画
	事業計画は、事業の内容を説明するものであり、次の事項を記載すること。なお、その内容を説明する参考資料があるときは、併せて添付すること。
	イ　事業名
	ロ　事業施行者
	ハ　事業計画の概要
	ニ　施行の理由
	ホ　事業の開始及び完成の時期
	へ　設計の概要
	ト　位置図（広域地図等に事業箇所を示したもの）
	（３）事業が道路事業、河川事業及び鉄道事業に準ずる事業であることを説明する資料
	例えば道路事業であれば、道路法に基づく告示（官報、都道府県公報）等を添付すること。
	（４）事業認可書、都市計画決定認可書等の写し
	事業認可、都市計画決定等を行っている場合は、認可書等の写しを添付すること。
	（５）譲渡所得等の課税の特例の適用に関する確認の写し
	該当する場合は添付すること。
	（６）納税猶予農地の使用が代替性のないものと考える理由を記載した書面
	当該事業が線的連続性を有する用地を必要とする事業であり、当該農地等を一時使用せざるを得ない状況にあるかを審査するもの。
	具体的には、以下のとおりである。
	《代替案との比較》（※「代替案との比較資料の作成例」参照）
	道路、鉄道等の連続立体交差事業における仮線用地や河川改修事業において橋梁の架替を伴う際の迂回路用地等では、代替案比較が事業計画の代替性がないことを立証する有効な手法であると考えられる。
	ⅰ）比較対象となる代替案の範囲
	道路のルート比較を考えた場合、代替するルート案は大量に存在し、道路の代替案について他の交通手段を想定することも可能である。しかしながら、現実的に比較検討すべき代替案の範囲は、その存在が顕著な代替案に限定される。したがって、現実の施行が困難な代替案や、他の起業者でないと施行できない代替案は、含まれない。
	またコントロールポイント等を明らかにし、ルート選定の合理性の説明も必要となる。
	ⅱ）代替案比較の審査の視点
	代替案との比較を行う場合の具体的な視点としては、社会的条件（潰地、支障物件の多寡、土地利用・周辺環境に与える影響）、技術的条件（事業の効率、工事施工が困難でないこと）及び経済的条件（施行に要する費用の多寡）であり、これらの点について審査を行う。
	具体の代替案の比較にあたっては、写真等を用いながら、代替案比較表及び代替案比較ルート図を作成することにより、採用するルート等が最も合理的であることを説明すること。
	ⅲ）迂回路等について
	申請事業について法令上位置付けられた構造基準（道路構造令、河川管理施設等構造令等）が存在する場合には、事業計画がこれらの構造基準に適合しているかを確認する必要がある。
	また、法令による施設基準以外の施設基準については、その基準の考え方、適用の対象、法令による施設基準との関係等が明確であり、かつ、一般的に用いられているものであれば、法令による施設基準に準じて取扱うことも可能である。
	なお、当該書面の最後に、一時使用が終了した後の原状回復の方法及び農地等の所有者等が営農を再開することについて記載するとともに、納税猶予の適用を受けている者との交渉記録簿等を添付すること。
	（７）納税猶予農地の図面（使用地位置図、使用地表示図、標準横断図等）及び写真
	○　使用地位置図
	縮尺25,000分の1（25,000分の1がない場合は50,000分の1）の一般図によって使用地の位置を示すこと。
	○　使用地表示図
	　　縮尺100分の1から3,000分の1程度までの間で（標準は縮尺1,000分の1）、使用地を表示するに便利な適宜の縮尺の地形図によって、事業計画の内容も併せて表示すること。図面は使用地及びその付近における顕著な地形、地物等（河川、道路、官公署等）を記載した図面とし、これだけでは一時使用予定地の範囲がわかりにくいときは、主要な建物その他固定性の高い物件も記載すること。
	○　標準横断図、縦断図、橋梁一般図等
	　　縦横断図については、断面としたポイントを明示すること。
	○　納税猶予農地を示した図面
	縮尺100分の1から1,000分の1程度までの間で、当該農地を表示するのに適切な縮尺の図面によって使用地を表示すること。また、使用地の表示は、当該農地が使用地の範囲に含まれることを容易に判断できるものとすること。
	○　納税猶予農地等の写真
	複数方向から撮影した写真を添付する必要があり、農地として営農していることが分かる写真を添付すること。また、写真撮影方向図を添付すること。
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